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   開     議 

 

 

○小関勝助議長 おはようございます。 

 これから本日の会議を開きます。 

 本日の会議に欠席の通告議員はございません。 

 よって、ただいまの出席議員は定足数に達し

ております。 

 本日の会議は、配付しております議事日程第

４号をもって進めます。 

 

 

 日程第１ 市政一般に関する質問 

 

 

○小関勝助議長 日程第１、市政一般に関する質

問を６日に引き続き行います。 

 それでは順次、ご指名いたします。 

 

 

 大道寺 信議員の質問 

 

 

○小関勝助議長 順位10番、議席番号８番、大道

寺 信議員。 

  （８番大道寺 信議員登壇） 

○８番 大道寺 信議員 おはようございます。 

 本定例会に当たり、通告してあります２点に

ついて質問をいたします。 

 なお、５日、６日の一般質問と重複する点が

ありますけれども、ご理解をいただきまして、

ご答弁いただきたいと思います。 

 まず、第１点目は、財政計画についてであり

ます。 

 平成26年度から10年間の第５次総合計画につ

いての案が議会に説明がありましたが、具体的

な施策を計画するに当たっては、財政計画が大

きなかかわりを持つと考えます。そういった視

点で、以下質問をいたします。 

 第１点目は、第５次総合計画における財政計

画は従来の中期展望かについてであります。 

 総合計画の構成は、基本構想10年間、基本計

画、前期５年、後期５年、実施計画３年間とな

っていますが、その中で財政計画は、基本計画

に位置づけ、５年間の計画として策定されるの

かについてお聞きをいたします。 

 総合計画の基本計画案では、財政運営分野の

項で、これまで示してきた財政の中期展望が個

別計画との記載がされていますが、これまでの

中期展望の延長線上での計画となると理解して

よいのか。当然毎年見直すことは必要であると

考えますが、少なくとも総合計画策定時には、

財政運営の考え方も含め、財政の基本計画とし

て示すべきではないかと考えますが、市長の見

解をお聞きをいたします。 

 次に、２点目の、財政はよくなったと言われ

るが、依然として厳しいと見るべきではないか

についてお聞きをいたします。 

 財政状況は、各種指標が過去からすれば大き

く改善されており、よくなったことは事実であ

ると考えます。この改善の要因は、小泉政権時

の三位一体改革による交付税の大幅減から、民

主党政権時における地方交付税増への政策転換、

加えてここ数年にわたる経済対策や緊急雇用対

策等交付金の実施等によるものが大きいと思わ

れます。当然、市債の減少や指定管理者制度活

用による維持管理費減、退職者増による総人件

費の減等、内部努力に成果があったものの、外

部要因によるものが大きいと言えるのではない

かと思います。実態としては、平成24年度決算

における監査委員の意見書で指摘のとおり、自

主財源比率が低い状況に変わりなく、財政の健

全化は今後も避けられない課題であるというこ

とであると思います。 




